
 

 

 

 

 

 

 
いよいよ秋も深まり、学校生活にも落ち着きが見られる頃となりました。さて、10月は2025年度

後期～２０２６年度前期の生徒会役員選挙が行われますね。立候補を考えている皆さんは、どんな

学校にしたいか、熱い公約を胸に選挙運動を始めることでしょう。この生徒会選挙を前に、皆さんに

ぜひ考えてほしいキーワードがあります。 

それは「主体性」です。 

◆主体性とは、自分で「始める」力 

「主体性」とは、簡単に言えば「人から言われるの

を待つのではなく、自分で考えて、自分で行動を起こ

す力」のことです。 

今年の生徒会活動を振り返ってみましょう。会長が

掲げた「快適な学校生活を作る」という公約のもと、

生徒会役員の意見や要望が話し合われ、ついに自動

販売機の設置が実現しましたね。これはまさに主体性

が実を結んだ素晴らしい成果です。 

しかし、この自動販売機の設置は、ただ「便利になった」というだけで終わりではありません。 

「ここに設置したい」「この商品を入れてほしい」と意見を出し、話し合い、最終的に「設置する」と

自分たちで選択したからこそ、この成果に価値が生まれます。これが主体性の第一歩です。 

◆主体性には「責任」がセット 

一方で、皆さんに忘れないでほしい大切なことがあります。それは、主体性には必ず「責任」が伴

うということです。 

自動販売機を設置するという選択には、「利用ルールを守ってきれいに使う」「ゴミを正しく分別

する」「もし何か問題が起きたら、皆で解決策を話し合う」という責任がセットになっています。ルー

ルが守られなければ、せっかく実現したものが撤去される可能性もあるかもしれません。 

◆自分で決める、それが「主権者」の第一歩 

自分で選び、その結果に対して責任を持つこと。これは、皆さんが将来、社会に出て「主権者」と

して生きていく上で、最も重要になる感覚です。 

主権者とは、国や地域のことを最終的に決める力を持っている国民のことです。皆さんもやがて

選挙権を持ち、地域の代表者を選び、社会のルールを作ることに参加します。 

しかし、いきなり18歳になって「さあ、国の方針を決めましょう」と言われても難しいですよね。だ

からこそ、今、この日枝中学校で、皆さんは主権者となるための練習をしているのです。 

生徒会選挙で誰を選ぶか、どんな公約に賛成するか、学校生活のルールをどうするか。これらを

自分の問題として捉え、自分で考え、自分の意思で判断し、その結果に責任を持つ。この一つひと

つの行動が、将来、より良い社会を作るための力となるのです。 （→続きあり） 

のがみがわ 
生徒会選挙直前！ 未来を創る『主体性』と『責任』のセット 
～『誰がやっても同じ』を卒業！ 小さな一歩が社会を変える主権者への道～ 

湖南市立日枝中学校学校だより 
令和７年(2025年)10月1日発行 

和衷共済（わちゅうきょうさい） 
心を合わせて協力して物事を行うこと。和衷
は、心の底から一つに合わせること。 

文責 校長 西村 信二 

中日新聞9月28日号に掲載していただきました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4日（火）３年実力テスト、外国籍生徒保護者会 

6日（木）ブロック駅伝 

7日（金）文化祭 

10日（月）２年生命の学習（学校公開日） 

      生徒会新旧引継ぎ式 

11日（火）テスト前諸活動停止（～19日） 

12日（水）３年生命の学習（学校公開日） 

13日（木）１年生命の学習（学校公開日） 

14日（金）県駅伝 

18日（火）第３回定期テスト（～19日） 

20日（木）後期第１回生徒会委員会、完全下校16:45に 

25日（火）市交歓スポーツ大会 

28日（金）第２回生徒会委員会 

29日（土）市青少年美術展（～30日） 

 

1日（水）３年・特支三者懇談会（～10/7） 

     １，２年教育相談（～10/6） 

          ３年保育体験（～10/3） 

3日（金）英語検定 

7日（火）国スポ１年観戦（ラグビー） 

9日（木）３年実力テスト、３年教育相談（～10/16） 

10日（金）⑥生徒会選挙 

17日（金）秋季新人大会（18日予備日） 

20日（月）体育祭・合唱の取組開始 

24日（金）漢字検定 

30日（木）第43回体育祭（10/31予備日） 

 
 9月28日（日）7：30より学校環境美化作業としてグラウンドの草

刈り・草引きを行いました。早朝にもかかわらず、保護者・生徒関係者

・地域のボランティア団体の方など総勢81名の方々にお世話になり

ました。おかげさまで、学校行事 

を気持ちよく迎えられる、大変き 

れいなグラウンドになりました。 

皆様の温かいご支援に、改めて 

深く感謝申しあげます。 

学校環境美化作業 ありがとうございました 

◆次の主役は君たちだ 

これから立候補する皆さんは、日枝中学校をより良くしたいという熱い思いを公約に込めてくれるで

しょう。そして、有権者である皆さんは、その公約が「本当に学校を良くするか」「実現するために、自分

も責任を持って行動できるか」をしっかりと考えて投票してください。「どうせ誰がやっても同じ」「誰か

に任せておけばいい」という考えは、主体性とは真逆のものです。 

自分で考え、自分で決めた結果、たとえ失敗があったとしても、そこから学び、次に活かせば良いの

です。皆さんが日々の学校生活の中で小さな主体性を発揮し、それに伴う責任を引き受けることで、日

枝中学校はさらに快適で素晴らしい場所になります。 

皆さんの持つ主体性という名の羅針盤を信じて、10月の生徒会選挙、そして日々の学校生活に積極

的に参加してくれることを期待しています。 

 

 
 「読書の秋、スポーツの秋」を楽しみましょう！今の図書室には、国スポ・障

スポや万博を意識したスポーツコーナー、世界の国々に関する特集コーナ

ーを設けています。特筆すべきは、2か月に 1回発行のスポーツ雑誌を定

期購入していること。学校図書室では珍しい取組です！最新の情報や感動

を、ぜひ図書室で手に取ってください。 

 
9月27日（土）の午後、下田小学校で開催された「防災ふれあいキャンプ」に、本校から14名の生徒がボランティアとして参加しました。参加した生徒たち
は、事前に行った 3回の打ち合わせで、どうすれば小学生に防災の大切さを分かりやすく伝えられるかを徹底的に工夫してきました。当日は、小学生約30名
を前に、避難所運営ゲーム（HUG）、非常食づくり、薪割り体験、かまどでの火おこしをそれぞれ担当し、分かりやすい説明と実演で、小学生をリードしました。準
備の成果もあり、生徒たちは小学生が楽しめるように工夫しながら、自分たち自身も貴重な体験を満喫できたようです。最後は、下田小学校の校舎を使った
「肝試し」で締めくくり、参加者全員が楽しい一日を過ごしました。中学生の皆さんの積極的な活動に拍手を送ります！ 

中学生ボランティアが活躍！下田 防災ふれあいキャンプ 

読書の秋、図書室へ GO！ 

「実は、ここ最近、牛乳の返却が非常に多く、毎日40本近くを残念ながら廃棄しています。一本一

本、大切な命から作られていると思うと、本当にもったいなく、心が痛みます。もし、どうしても飲み切

れないようでしたら、無理せず飲用を停止する手続きもできますので、ご検討いただけると嬉しい

です。給食は、残さず美味しく食べてもらうのが一番の願いです。」 

給食配膳室からの、ちょっとした「つぶやき」 

 


